
 

 

 

  アルミナ A軸配向の配向評価 

 

  

  実際の測定は｛３００｝極点図で計算する 

 

 Ａ軸配向では、極点図中心(α＝９０)以外にα＝３０にリング状の極を示す。 

 反射極点図を用いて中心の極のみ用いて配向関数を計算する。 

 α＝１０から３０度のデータを用いて中心から指数関数で減衰する極点図をＣｒｅａｔｅ 

 VolumeFractionに相関する値が得られる。 
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概要 

 アルミナの A軸配向をＮＤＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎソフトウエアで評価する。 

   Ｃ軸配向では｛００１｝極点図の極点図中心にのみ極が存在していたが、 

   Ａ軸配向では{300}極点図の中心以外に極が出現してしまう。 

 中心以外を削除して評価を行う。 

 

VolumeFractionがそれぞれ 25%,50%,75%の極点図で比較 

 

 

評価ソフトウエアは NDOrientation ソフトウエア 

 

 

中心データで評価する為、１５－＞40のデータで指数関数でＦｉｔｔｉｎｇを行う。 

 

 



 

 

 

 

 


